
 

 

 

深溝地区で下記（届出対象行為）のような行為を行う場合は，事前に景観法に基づく届出が必

要です。届出の受理の日から原則 30 日間（最大 90 日間）は行為に着手できませんが，着手でき

ない期間を短縮できる場合があります。 

また，鈴鹿市景観づくり条例に基づく事前相談が計画段階で必要となりますので，お問い合わせ 

ください。 

※ 全体計画による届出対象行為の範囲や景観形成基準とは違いがありますので，御注意ください。 

届出対象行為 

①建築物の新築，増
築，改築若しくは
移転，外観を変更
することとなる修繕
若しくは模様替又
は色彩の変更 

届
出
対
象
規
模 

 
 
 
 

全ての行為 
 

②工作物の新設，増築，改築若しくは移転，
外観を変更することとなる修繕若しくは模様
替又は色彩の変更 

 
④土石の採取及び 
鉱物の掘採 

⑤屋外に 

おける 

物件の 

堆積 

行為に係る土地の
面積 1,000 ㎡超 
  又は 
行為に伴い生ずる
擁壁・法面が高さ
5m 超かつ長さ 10m
超 

行為に係る
土地の面積 
1,000 ㎡超 
又は 

高さ 5m超 

③土地の開墾その
他の土地の形質
の変更 

対
象
行
為 

(1) 

(2) ・煙突等：高さ 6m超 
 
・鉄柱，木柱等，アンテナ 
遊戯施設等：高さ 10m超 

 
・電線路用の鉄柱等： 

高さ 30m超 
 
・装飾塔等   ：高さ 4m超 
 
・高架水槽等 ：高さ 8m超 

・擁壁等 ：高さ2m超  
 
・ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ等，
処理施設等： 
高さ 10m 超又は築
造面積 1,000㎡超  

 
・自動車車庫等： 
築造面積 50 ㎡超 

 

深溝地区で建築行為を行う場合は，景観法に

基づく届出を行う前に条例に基づく事前相談

が必要です。 

対象区域 

深溝地区 

面積 約 12.4ha 

主要地方道 

神戸長沢線 

鈴鹿 IC 

鈴鹿富士ゼロックス 



                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆『事前相談時の必要図書』 

事前相談時の必要図書 
建築物 

工作物 

土地の形質

の変更 
物件の堆積 

鈴鹿市景観計画区域内における 

行為の事前相談申出書（第５号様式） 

〇 

別紙１,２ 

〇 

別紙３ 

〇 

別紙３ 

委任状 ※届出者以外が手続を行う場合 〇 〇 〇 

景観チェックシート 

（地区別景観づくり計画（深溝地区）） 
〇 〇 〇 

付近見取図 〇 〇 〇 

配置図 〇  〇 

立面図 〇   

現況写真 〇 〇 〇 

現況図  〇  

土地利用計画図  〇  

断面図  〇  

◆計画段階において，『事前相談時の必要図書』が揃わない場合又は提出した図書の内容に変更が

ある場合は，設計段階において当該図書を提出することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前相談終了通知書の交付 

計画段階事前相談 

事前相談申出書の提出 

【計画段階】 

『事前相談時の必要図書』を 

２部提出してください。 

■景観審議会（審査部会） 

■景観形成協議会（協議会設立の場合） 

■その他市長が認めた団体 

配慮事項の通知 市として配慮していただきたい内容など

配慮事項を書面で通知します。 

配慮事項回答書の提出 

 

必要に応じて意見聴取 

相談 

計画段階における事前相談の相談事項 

 建築物及び緑地の配置，ボリューム等について，必要に応じてこれらの修正が可能な

計画段階で良好な景観形成の観点から相談を実施します。 

 地域特性を考慮し，どのような景観上の配慮をして計画することが望ましいか，市と

相談します。 

事前相談終了 

設計段階事前相談 

事前相談終了 
◆全ての『事前相談時の必要図書』が揃わない場合は， 

事前相談終了通知書を交付することができません。 

事前相談申出書の提出から事前相談終了通知書の

交付までの標準処理期間を６０日間とします。 

※ただし，規模によって異なることがあります。 

◆凡例 

行為者 

市役所 

設計段階における事前相談の相談事項 

 計画段階の事前相談に引き続き，建築物の意匠，色彩，外構等について，必要に応じて，

これらの修正が可能な設計段階で良好な景観形成の観点から相談を実施します。 

 

必要に応じて意見聴取 

配慮事項の通知 市として配慮していただきたい内容など

配慮事項を書面で通知します。 

配慮事項回答書の提出 

 

■景観審議会（審査部会） 

■景観形成協議会（協議会設立の場合） 

■その他市長が認めた団体 

相談 

追加資料の提出【随時】 

 

追加資料がある場合 

２部提出してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 事前相談がまとまらなかった場合 

 （事前相談がまとまった場合は，１０日間に短縮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市整備部 都市計画課 計画・景観グループ TEL：059-382-9063 FAX：059-384-3938 

E-mail：toshikekaku@city.suzuka.lg.jp 

ホームページアドレス：http://www.city.suzuka.lg.jp/gyosei/plan/keikan/index.html 

景観法に基づく届出の流れ 

『届出時の必要図書』 

・鈴鹿市景観計画区域内における行為の届出書（第１号様式の３）及び対象となる別紙 

・事前相談終了通知書（第５号様式の３） 

※事前相談がまとまらなかったときは，『事前相談時の必要図書』（申出書を除く。）が必要となります。 

問い合わせ先 

審  査（都市計画課） 

不  適  合  適  合 

公  表 

助   言 ・ 指   導 

勧   告 
修正 

修正 

（変更届出） 

※特定届出対象行為の形態意匠のみ 修正 

意見聴取 

意見聴取 

意見聴取 

意見聴取 

行 為 の 届 出 

(景観法第 16条第 1項又は第 2項) 

『届出時の必要図書』を 

２部提出してください。 
30 日間＊１ 

※最大 90 日間ま

で着手制限がか

かることがあり

ます。 

審査部会 

（専門家） 

 

 

※部会の議

決をもって

審議会の

議決とする

ことができ

る 

着 工 （ 行  為  の  着  手） 

完    了    届 

着 手 制 限 の 解 除 

変 更 命 令 

（変更届出） 

◆凡例 

行為者 

市役所 

事 前 相 談 終 了 通 知 書 の 交 付 

市役所 


